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2008 年 8 月 8 日 
報道関係者各位 
No.-56116 

株式会社東陽テクニカ 
 

バイオサンプルの正確なフォースカーブ測定※１を実現 
走査型プローブ顕微鏡（SPM）用特殊プローブの新シリーズを発売 

（スイス NanoWorld 社製プローブの Au・PtIr5 コーティング版） 
 

株式会社東陽テクニカ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：渡辺洋介、以下東陽テ

クニカ）はこのたび、スイス NanoWorld 社製の走査型プローブ顕微鏡（SPM）用特殊プロ

ーブ（AdvancedTECTMシリーズ）に Au（ｺﾞｰﾙﾄﾞ）および PtIr5（ﾌﾟﾗﾁﾅｲﾘｼﾞｳﾑ）をコーテ

ィングした新シリーズを販売開始いたします。 
 
近年、たんぱく質の構造解析や医薬品開発などのバイオ研究分野において、生物細胞や

たんぱく質、DNA などを、ナノメートル（１0 億分の１メートル）レベルの分解能で生き

たまま形状観察を行える SPM が使用されています。また、形状観察だけにとどまらず、細

胞表面の吸着力や細胞壁の硬さ、たんぱく質のほどける力（アンフォールディング）など、

ナノレベルの力学特性を解析（＝フォースカーブ測定）することにも SPM が使用されてい

ます。 
 
このたび販売を開始する特殊プローブは、SPM に付属する光学顕微鏡で探針先端部を直

接視認できる AdvancedTECTM シリーズのプローブをベースとし、生物細胞やたんぱく質

との親和性を高める Au をコーティングしています。これにより、細胞やたんぱく質を光学

顕微鏡で観察しながら、さらに詳細に観察・解析したい位置に探針を位置合わせし、正確

なフォースカーブ測定をすることが可能となります。 

一方、AdvancedTECTMシリーズのプローブに PtIr5 をコーティングすることにより、探

針部に導電性を持たせることができ、「走査型電子顕微鏡（SEM）※２と SPM とのコンビネ

ーションシステム」の構築に利用可能です。また、PtIr5 をコーティングすることにより、

光の反射率を向上できるため、「赤外-近接場光学顕微鏡（IR-SNOM）※3」の構築も可能で

す。 

このようなバイオや工学分野のユーザーは、これまで消耗品となるプローブを自作、も

しくはメーカーに特注して調達しなければならず、必要時に必要数を安価で調達すること

は極めて困難な状況でした。 

東陽テクニカでは、国内のバイオ研究分野の研究者へこのような特殊プローブに加え、

走査型プローブ顕微鏡による解析ソリューションを積極的に提供していきます。 
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NanoWorld 社 URL：  

NanoWorldTM ブランド  http://www.nanoworld.com 

NANOSENSORSTM ブランド http://www.nanosensors.com 

 

本リリースの内容に関するお問い合わせは下記までお願いします。 

株式会社東陽テクニカ  分析システム営業部 江川 

Tel:03-3279-0771  Fax:03-3246-0645  e-mail：spm@toyo.co.jp 

☆分析システム部 URL： http://www.toyo.co.jp/spm/ 

 

 
また、当社に関するご質問は下記までお願いします。 

株式会社 東陽テクニカ  経営企画室 

            Tel:03-3279-0771 Fax:03-3246-0645 e-mail：kikaku@toyo.co.jp 


